
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
地
球
温
暖
化
の
防
止

で
は
、
省
エ
ネ
製
品
の

開
発
、
工
場
で
の
省
エ

ネ
の
取
り
組
み
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

い
る
が
、
と
く
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
の
供
給
者

と
し
て
、
火
力
発
電
の

効
率
化
や
原
子
力
事
業

の
拡
大
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
支
援

東
芝
グ
ル
ー
プ
は
、
世
界
各
国
の
事
業
拠
点
で
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
積
極
的
に
社

会
貢
献
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
毎
年
、
創
立
記
念
日

で
あ
る
七
月
一
日
の
前
後
二
カ
月
間
を
社
会
貢
献
活

動
の
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
と
し
、
各
拠
点
で
一

斉
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
五
年
は
全
世

界
で
九
六
社
、
二
万
人
が
参
加
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
大
会

で
は
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
顕
著
な
成
果
や
ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
を
行
っ
た
一
六
グ
ル
ー
プ
を
選
び
、
社
長

表
彰
を
行
っ
た
。

社
会
貢
献
で
は
、
と
く
に
子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ

の
支
援
に
重
点
を
置
き
、国
内
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
年
生
産
拠
点
が
増
え
従
業
員
数
が
急
増
し
て
い

る
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
貧
困
に
よ
り
子
ど
も

た
ち
が
満
足
に
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域
も
多
い
。

そ
の
た
め
、グ
ル
ー
プ
会
社
や
従
業
員
が
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
子
ど
も
た
ち
の
教
育
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

六
〇
の
拠
点
を
有
し
、
従
業
員
数
が
二
万
人
を
数

え
る
中
国
で
は
、二
〇
〇
〇
年
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
教

育
の
機
会
を
与
え
る「
東
芝
希
望
小
学
校
」の
設
立
活

動
を
続
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
一
一
校
を
建
設
し
、

七
五
〇
〇
人
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。
今
後
も
毎
年
二
校
ず
つ
建
設
し
て
い
く
計

画
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
二
〇

〇
四
年
・
二
〇
〇
五
年
と
連
続
で
、
中
国
共
産
党
の

全
国
的
総
合
紙「
光
明
日
報
」か
ら
、社
会
貢
献
に
熱

心
な
外
国
企
業
と
し
て「
光
明
公
益
奨
」を
受
賞
し
た
。

中
国
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
タ
イ
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
で
も
、
グ

ル
ー
プ
の
従
業
員
が
、
子
ど
も
た
ち
の
学
資
の
支
援
、

教
材
・
機
器
の
寄
贈
、
校
舎
の
建
設
や
修
理
へ
の
協

力
な
ど
を
行
い
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
。

地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に

一
方
、
国
内
で
は
、
と
く
に
科
学
技
術
教
育
と
自

然
環
境
保
護
に
重
点
を
置
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
の
川
崎
に
あ
る
東
芝
科
学
館
で
は
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
連
携
し
て
小
学
生
を
対
象
に
科
学
や
環
境
に
つ

い
て
の
体
験
実
験
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
同

じ
く
川
崎
に
あ
る
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
従

業
員
が
地
域
の
小
中
学
校
を
訪
れ
、
環
境
授
業
を
行

っ
て
い
る
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
中
学
生
と

共
同
で
研
究
所
の
環
境
報
告
書
を
制
作
、こ
れ
が
環
境

報
告
書
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
よ
り
親
子
で
自
然
を

体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
自
然
観
察
指
導
員
の
育
成

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
多
く
の
参
加
を
得
て
い
る
。

昨
年
七
月
に
は
、静
岡
県
の
御
殿
場
に
「
東
芝
の
森
」

を
開
設
し
、
子
ど
も
た
ち
や
従
業
員
が
自
然
と
触
れ

合
う
新
し
い
場
も
提
供
し
て
い
る
。

東
芝
グ
ル
ー
プ
は
、「
人
と
、
地
球
の
、
明
日
の

た
め
に
。」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

次
代
を
に
な
う
「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
、
安
心
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
」
で
あ
る
た
め
に
、
今
後
も
支

援
を
続
け
て
い
く
。

東芝グループのCSR活動の柱

人を大切にします。
すべてのステークホルダーを大切にし
ます

豊かな価値を創造します。
技術革新をすすめ、豊かな価値を創造
します

社会に貢献します。
より良い地球環境の実現に貢献します
良き企業市民として社会の発展に貢献
します

東芝希望小学校の開校式（大連）

生命・安全と
法令遵守を
最優先します
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「
地
球
内
企
業
」
と
し
て

信
頼
さ
れ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
に

昨
年
十
二
月
に
、
国
内
外
か
ら
グ
ル
ー
プ
会
社
の

ト
ッ
プ
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
責
任
者
、
労
働
組
合
代
表
な

ど
五
〇
〇
人
を
集
め
、
第
一
回
東
芝
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｓ

Ｒ
大
会
を
開
催
し
た
。そ
こ
で
社
長
の
西
田
は
、「
す

べ
て
の
事
業
活
動
に
お
い
て
、
生
命
・
安
全
、
法
令

遵
守
を
最
優
先
す
る
」
と
い
う
行
動
原
則
を
強
調
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
あ
ら
た
め
て
指
示
す

る
と
と
も
に
、「『
地
球
内
企
業
』
と
し
て
社
会
か
ら

信
頼
さ
れ
る
」
こ
と
を
訴
え
た
。

「
地
球
内
企
業
」
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
っ
て
い
る
。

「
地
球
内
企
業
」
に
は
二
つ
の
意
味
を
込
め
て
い
る
。

一
つ
は
地
球
に
存
在
す
る
企
業
と
し
て
、よ
り
良
い
地

球
環
境
の
実
現
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、世
界
で
事
業
を
展
開
し
て
い
る
企
業
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
や
慣
習
を
尊
重
し
な
が
ら

活
動
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

東
芝
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
は
、「
生
命
・
安

全
、
法
令
遵
守
を
最
優
先
す
る
」
こ
と
を
第
一
の
行

動
原
則
と
し
た
う
え
で
、
経
営
理
念
に
掲
げ
た
「
人

を
大
切
に
し
ま
す
」、「
豊
か
な
価
値
を
創
造
し
ま

す
」、「
社
会
に
貢
献
し
ま
す
」
を
誠
実
に
実
践
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
世
界
四
〇
〇
社

で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
一
七
万
人
の
従
業
員
一
人
一
人
の
日

常
活
動
の
中
に
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、「
地
球
内
企

業
」
と
し
て
の
二
つ
の
側
面
に
絞
っ
て
、
東
芝
グ
ル

ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
紹
介
す
る
。

す
べ
て
の
製
品
、

す
べ
て
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
で
環
境
に
配
慮

「�
か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
�
を
、
健
全
な
状

態
で
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
は
、
現
存
す

る
人
間
の
基
本
的
責
務
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
た

ち
、
東
芝
グ
ル
ー
プ
は
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
す
べ
て
の
製
品
、
す

べ
て
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
環
境
へ
の
配
慮

を
貫
く
「
環
境
経
営
」
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

環
境
経
営
の
め
ざ
す
も
の
と
し
て
、「
製
品
の
環

境
効
率
」
と
「
事
業
プ
ロ
セ
ス
の
環
境
効
率
」
を
合

わ
せ
た
東
芝
グ
ル
ー
プ
全
体
の
「
総
合
環
境
効
率
」

を
二
〇
一
〇
年
度
に
は
二
〇
〇
〇
年
度
に
対
し
二
倍

に
す
る
と
い
う
「
東
芝
グ
ル
ー
プ
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
二

〇
一
〇
」
を
定
め
て
い
る
。

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
第

四
次
環
境
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
環
境
調

和
型
製
品
の
創
出
、
地
球
温
暖
化
防
止
、
化
学
物
質

の
管
理
、
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
の
分
野
に
お
い
て

目
標
を
掲
げ
、
国
内
外
の
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

環
境
調
和
型
製
品
の
開
発
で
は
、「
フ
ァ
ク
タ
ー

Ｔ
」
と
い
う
独
自
の
指
標
を
取
り
入
れ
、
環
境
負
荷

の
低
減
と
製
品
価
値
の
向
上
の
両
面
か
ら
製
品
の
環

境
効
率
を
評
価
し
、
開
発
の
加
速
と
対
象
製
品
の
拡

大
を
図
っ
て
い
る
。

鶴
田
啓
之

つ
る
た

ひ
ろ
ゆ
き

CSR わが社の取り組み
「
人
と
、地
球
の
、明
日
の
た
め
に
。」

〜
東
芝
グ
ル
ー
プ
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
〜

東
芝
Ｃ
Ｓ
Ｒ
本
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
部
長
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